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何が問題なのか？

どのようなことができるのか？ まずこれから
やってみよう！！

問いを自ら見いだし、正解のない課題の解決に向かっていく

これで
どうだったのか？



次代を切り拓く子どもたちに求められる資質・能力

＊中央教育審議会『「令和の日本型学校教育」の構築を目指して ～全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～』
（答申）令和3年１月26日

〇教科等固有の見方・考え方を働かせて自分の頭で
考えて表現する力

〇対話や協働を通じて知識やアイディアを共有し新しい解や
納得解を生み出す力

〇困難を乗り越え、ものごとを成し遂げる力

〇文章の意味を正確に理解する読解力



これからの教職員の目指すべき姿として

〇学校教育を取り巻く環境の変化を前向きに受け止め、教職生涯を通じて
探究心を持ちつつ自律的かつ継続的に新しい知識・技能を学び続ける

〇多様な人材の確保や教師の資質・能力の向上により、質の高い教職員集
団を実現し、個々の教職員がチームの一員として組織的・協働的に取り組
む力を発揮しつつ、校長のリーダーシップの下、共通の学校教育目標に向
かって学校を運営していく

＊中央教育審議会『「令和の日本型学校教育」の構築を目指して ～全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～』
（答申）令和3年１月26日



昨年度の研究テーマ
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京都発！確かな教育実践のために ４６
「主体的に学習に向かうために！」

京都市総合教育センターHPにも掲載
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京都発！確かな教育実践のために ４７
「生徒が主体的に学びを進め、考えを広げ深める数学の授業」
京都発！確かな教育実践のために ４８
「子供一人一人の可能性を引き出す

個別最適な学びと協働的な学び」
京都市総合教育センターHPにも掲載

中学校 数学科 小学校 算数科
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調べる 使う 修正する

活用して思考する

筋道立てて説明する

情報を取り出す

教科書の文章を
読み解けていない

中教審答申
平成28年12月21日

導入

展開

まとめ

授
業
の
流
れ

教科書を読んで解答

採点・フィードバックを受け取る

GIGA端末で出題

今年度の実践（社会科）へ

昨
年
度
は
理
科
で
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調査 分析
考察

今年度の研究構想

今年度の
研究実践へ



昨年度の研究テーマ
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今年度の研究テーマ
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【３-Ⅱ】
研究発表Ⅱ
１５：５５～１６：４５

（第3研修室）
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【１-Ⅱ】
研究発表Ⅱ
１５：５５～１６：４５

（第２研修室）

【１-Ⅰ】
研究発表Ⅰ
１４：５０～１５：４０

（第２研修室）

小学校 中学校
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【２-Ⅰ】
研究発表Ⅰ
１４：５０～１５：４０

（第１研修室）
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【２-Ⅱ】
研究発表Ⅱ
１５：５５～１６：４５

（第１研修室）
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